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問 合 せ 先
平成27 年度 SIH 道場学生アンケート結果からみた効果
◆学生の SIH 道場プログラムの満足度は、全体で見ると83％という結果でした（回答率 87.5％）
　※他方、教員の SIH 道場プログラムの満足度は、49％という結果でした（回答率 33.9％）
◆SIH 道場プログラムについての全ての項目において、肯定的回答が 7 割を上回るという結果でした
　　平成 27 年度 SIH 道場の取組は総じて一定の成果をあげていると言えます

SIH 道場の目標
学生： ラーニングスキルの向上

① 専門領域早期体験による学習の動機づけ
② ラーニングスキル
　 （文章力・プレゼンテーション力・協働力）の修得
③ 振り返りをとおした能動的学習力の基礎固め
　期待される効果
　高度専門職業人の基礎的能力を備えて卒業

教員： ティーチングスキルの向上

① 実践を通じたアクティブ・ラーニングの実質化
② ルーブリックによる評価、反転授業等の手法の修得
③ 教育経験を振り返る機会をもつ

　期待される効果
　大学全体にアクティブ・ラーニングが拡大

Information

◆平成28 年度にLMS で公開を予定しています。

徳島大学で行われているアクティブ・ラーニングの手法、反転授業などの実践を共有するために、事例カードを作成しています。
授業方法の要点をまとめた内容となっていますので、導入の際のヒントになります。

【 学生の学習を促進する授業事例カード 】

共通教育科目・専門科目での取組事例

SIH 道場で使用可能な教材

◆反転授業ビデオ教材は、徳島大学 LMS（Moodle）から
　視聴することができます。
　　　　　 URL： https://moo.chi.tokushima-u.ac.jp/

SIH 道場のテキスト、反転授業のビデオ教材（「SIH 道場」「ラーニングスキル（文章力・プレゼンテーション力・協働力）」）、
ルーブリック（ラーニングスキル）のサンプルを提供しています。内容を変更して使用することもできます（ルーブリック等）。

【 SIH 道場テキスト 】 【 SIH 道場 ＜プレゼンテーション力＞ルーブリック 】

徳島大学 大学教育再生加速プログラム テーマⅠ アクティブ・ラーニング

学生と教員が共に成長する
SIH 道場
～アクティブ・ラーニング入門～

SIH 道場は、徳島大学の学部 1 年生
全員が受講する初年次教育プログラムです

開始初年度の平成 27 年度は、
15 プログラムが展開されています

（担当教員数：188 名、受講学生数：1324 名）

「鉄は熱いうちに打て」
（SIH : Strike while the Iron is Hot）



徳島大学 大学教育再生加速プログラム テーマⅠ アクティブ・ラーニング　学生と教員が共に成長する「SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門～」

徳島大学では、赤字のキーワードを次のように定義しています

アクティブ・ラーニング推進の背景
○中央教育審議会答申（平成 24 年）「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」
「生涯にわたって学び続ける力、主体的に考える力を持った人材は、学生からみて受動的な教育の場では育成することがで
きない。・・・学生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）への転換が必要である。」

○文部科学省「大学教育再生加速プログラム（AP）」（平成 26 年度より公募）
「アクティブ・ラーニング（テーマⅠ）」等を行う取組を重点的に支援する
※徳島大学は、平成 26 年度にテーマⅠに採択されました（テーマⅠ採択校は、94 件申請中 9 件）

学生の能動的学習を促すために
◆SIH 道場で実践した「アクティブ・ラーニング」「ラーニング・ポートフォリオ」「反転授業」等の教育手法を、担当する他
の科目へ導入する際には、以下の要点を再確認するとよいでしょう。

◆「必須指標」は採択大学に共通、「設定指標」は徳島大学独自で設定

大学教育再生加速プログラムの数値目標
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指　　　　　標 H25 年度 H26 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度

必
　
　須

設
　
　定

AL（アクティブ・ラーニング※）を導入した授業科目数の割合

AL 科目のうち、必修科目数の割合

AL を受講する学生の割合

学生１人当たりAL 科目受講数

AL を行う専任教員数

学生１人当たりのAL 科目に関する授業外学修時間（１週間当たり）

AL をテーマとしたFD に参加した教員の割合

LP（ラーニング・ポートフォリオ※）を導入した授業科目数の割合

反転授業※を導入した授業科目数の割合

教員による一方的な知識伝達とは異なり、課題演習、質疑応答、振り返り、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーショ
ン等を取り入れることにより、学生自らが考え抜くことを教員が促し、学生の能動的な学習を促進させる双方向の教授・学
修のこと。 （平成 26 年 5 月 21 日 大学教育委員会承認）

アクティブ・ラーニング

アクティブ・ラーニングの手法で能動的学習を促す

授業のある単元が終了した後で、学生が学習（実験、実習、演習等）に関する省察を行い、その内容を記述し、他者と共
有を行い、他者からのフィードバックを受けるシステムまたは教材等を使用している授業。

ラーニング・ポートフォリオ

学生が授業を受講する前に講義や説明の部分を事前に学習し、その内容に関する確認を行うための課題（簡単な復習テスト
等）を設定し、対面の授業時間内では講義以外の授業方法を取り入れて、学生の能動的な学習を促進する授業。

反転授業

◆徳島大学では、学生の能動的学習を促すために、「アクティブ・ラーニング」「ラーニング・ポートフォリオ」「反転授業」を、コー
スの中で１回でも実施することを推奨しています。

課 題 演 習

質 疑 応 答

振 り 返 り

グル ープ ワーク

ディスカッション

プレゼンテーション

学生と教員、学生同士の双方向で、課題や演習の解説・確認を行う

学生が教員や他の学生に質問しフィードバックを得る双方向の仕組みを設定する

学生が学んだことについてまとめることで省察を行い、それを学生同士あるいは教員が確認し
フィードバックを行う時間を設ける

グループで、１つの課題を解決するための学習、調査、考察等を行い、その成果物を作成させる

１つのグループを形成し、１つのテーマについて議論を行い、その成果物を作成させる

１つ以上の課題またはテーマについて、学生に他の受講者に対してプレゼンテーションをさせる

□

□

□

□

□

□

学生の思考が活発化され、能動的な学習を促すことができる。利 点

方 法

□

□

□

 ①省察（振り返り）  ⇒  ②記述  ⇒  ③記述内容の共有  ⇒  ④他者からのフィードバック

あらかじめ指定したフォーマット（「学習した内容」「成果と課題」「今後の自身の目標」）または自由記述形式で、省察
の内容を記述させ、教員あるいは学生同士等で共有し、フィードバックを行う

紙媒体だけでなくweb ベース(Mahara)でも振り返りの共有を行う

ラーニング・ポートフォリオで自律的学習を促す

方 法

□

□

□

事前学習（教科書の解説等）×  対面授業（演習問題を解く、答え合わせ、発表等）

事前学習（知識の説明）×  対面授業（テーマに対するディスカッション、プレゼンテーション、グループワーク）

事前学習（実験、実習・ワークの手順説明、知識の説明）×  対面授業（実験、実習、フィールドワーク）

反転授業で授業時間を有効に活用する

方 法

学生が事前学習をいつでも何度でも個人のペースに合わせて行うことができる。授業において、教員と学生が同
一の場所にいることを活かしたアクティブ・ラーニング型の授業運営が可能になる。利 点

学生は自身の学習について振り返り、フィードバックを受けることで、学習の進捗を踏まえた今後の学習計画を考
えることができ、学習意欲の向上にも繋がる。利 点


